















































































a ich empfinde. b Empfindungen.
§. 535
























































































































































































a ich wache. b ich erwache. c so sagt man ［,］ er sey bey sich selbst, 







































337）。形容詞の apparens および verus が心理学において用いられるのは、
認識（§. 515）や再認（recognitio）（§. 591）、快・不快（§. 655）や
動 機（§. 691） な ど に 対 し て で あ る。 な お ヴ ァ ル ヒ の 事 典 で は、
apparitio は Erscheinung に対応するラテン語とされる（Johann Georg 
Walch. Philosophisches Lexicon. 2 Bde., 4 Aufl., Leipzig: Gleditsch, 1775. 
Reprint, Hildesheim: Olms, 1968, ‘Index titulorum latinus’）。
2 ）　　§. 369 では、「この世界は状態をもつ」と主張される。
3 ）　　バウムガルテンは Empfindung というドイツ語を内的および外的感覚
（sensatio）に対して用いる（§. 534f.）一方で、Gefü[h]l を外的感官のう
ちの触覚（tactus）に対して用いる。これは当時の用例としては珍しく
ない。たとえばツェドラーの百科事典でも、Fühlen および Gefühl に対
してラテン語の tactus が当てられ、五感のうちの触覚として説明される
（Johann Heinrich Zedler. Grosses vollständiges Universal-Lexikon. Halle/
Leipzig: Zedler, 1732-1754, s.v. “Fühlen, Gefühl”）。ヴォルフのテクストで
は、 通 称『 ド イ ツ 語 形 而 上 学 』 の §. 223 を 参 照（Vernünfftige 
Gedancken von Gott, der Welt und der Seele des Menschen, auch allen 
Dingen ürberhaupt. 11 Aufl., Halle: Renger, 1751. Reprint, Gesammelte 





















その 1――」の訳注 4 を参照。









































































































14）　　統覚については、「訳注――その 1――」の訳注 4 を参照。
15）　　本項では、時間的に連続している経験のうちに、同一のものとして観
察されうる感覚がある場合に、その感覚は新鮮であるがゆえに明瞭性を
もつが、その明瞭性は時間の経過とともに失われる、ということが記述
されている。マイアーの『形而上学』によれば、たとえば貧しい生活を
送っていた者がよい食事にありつけるようになると、食事についての味
覚は非常に強い明瞭性をもつが、次第にそうした食事にも慣れ、食事に
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ついての感覚はそれほど明瞭でなくなる、という事態である。我々が鼓
動や脈拍や呼吸を普段は意識しないのも、時間とともに明瞭性がかなり
弱められたからである。ただしマイアーは、傷の痛みが次第に増すこと
もあるように、新しさが明瞭性の唯一の源泉であるわけではない、とも
付言する（§. 550）。
16）　　「外的に明瞭に」と訳した「そのように（sic）」は、第一版では「明瞭
に（clare）」と記されている。
17）　　「衝き動かされた精神（mota mens）」という語は、セネカの『心の平
静について』17.10 に用例がある。そこでは、神的狂気なしには偉大な
ことを成し遂げられない、と主張される。バウムガルテンはセネカのこ
の箇所との関連を明示していないが、『美学』をみれば明らかなように、
彼はセネカの著作（たとえば『怒りについて』や『倫理書簡集』など）
に通暁していた。それゆえ本項の「衝き動かされた精神」も、詩作にお
ける神的狂気を含意している可能性がある。
18）　　マイアーの『形而上学』によれば、「単純な眩暈」とは回転性の眩暈
のことであり、「暗闇の眩暈」とは、目の前が真っ暗になるほどの酷い
眩暈のことである（§. 553）。スコトミアは後者の言い換えであり、ス
コトーマの同義語である。バウムガルテンは全版を通じて scotomia と表
記しているが、英訳と独訳は scotoma と訂正している。
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